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邸型苑電弐電池勝 日が貯好ワ好しヘ
～ ご み 集 積 場 所 や 清 掃 工 場 に は 出 せ ま せ ん !～

小型充電式電池は、充電式の電化製品やデジタルカメラなど、私たちの身の回りで広

<使 われてしヽます。最近貫 リチウムイオン電池やモバイルバッテリーなど、・小型充電式

電池が原因と思われる発火事故が多<発 生 してしヽます。

清掃工場では、不燃ごみを破砕処理 してしヽます。不燃ごみに

小型充電式電池が混 じると、蘭 判きの衝撃により炎が発生 吹

清掃工場の火災につながるおそれがありまする不燃ごみは、リ

チウムイオン電池など小型充電式電池を外 してから出 して <

ださい。電池が入つたまま不燃ごみとして出さなしヽようにお願

い します。

【J電錫調野贈弱胸倒隠われている闘 】

携帯電話、スマ ー トフ ォン、モバ イルバ ッテ

リー、電動歯 ブラ シ、電動 カ ミソ リ、携帯ゲ ー

ム機 、デ ジタル カ メラ、電動 ア シス ト自転車、

電子タ バ コな ど 係右のマークを目安にしてくださしヽ ) く小型充電式電池のマーク〉

【切巴L呂日ロロ弓「'】:】

小型充電式電池を商品から取り除き、取り除しヽた電池はお近<の 「リサイクル協力店」
へ。商品は、使用済み小型家電または不燃ごみとして処理 してください。
※マークがついていないものや小型充電式電池が取り除けない商品|よ製造業者や輸入販売業者に問い合わせてくださしL

リサイクル協力店|よ 一般社団法人 」BRCの ホームページで検索できます。

検索ページt」RL https://-7w.jbrc.oom/genera1/recycle kensaku/

ス昭♭申衝0痢也ットボレベ勝健じ恥鯛ってから
スプレー缶やカセットボンベの不適切な取扱いによる事故が発生してしヽます。

◎中身を使しヽ切つてから黄色のコンテナボックスヘ

スプレー缶やカセットボンベ|よ 穴あけをする必要はありません。

穴あけ|よ 爆発事故や火災事故の原因にもなり、危険で軌

※清掃工場に自己搬入する場創よ 直接職員に手渡ししてくださしヽ

※中島が残つている場合は、中身の出t/bを製造メーカーやエアゾール

協会 ぐ電話03-52079850)に 確誦じて<ださしヽ

く発火したリチウムイオか
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く「資源」の日に黄色のコンテナボックス→



亀 泉 清 錆 許 :_彦訪(幻〉系召介

◇◆◇ 亀泉清掃工場からのお願い ◇◆◇

亀泉清掃工場に持ち込まれる可燃ごみの中に、本来資源であるガラスびんや空き缶をはじめ、異物が混入
しているケースが見られます。安定したごみ焼却を守るため、改めて、分別の徹底をお願いしま坑

最近、リサイクル庫から、プロパンガスボンベが段ボール箱

に入つた状態で見つかりました。ルールを無視した大変危険な

行為です。市では、プロパンガスボンベは処理できません。

購入店や販売店に引き取りを依頼するか、新弓県LPガ ス協会

前橋支部 (電話 02作23卜6599)へ 相談してくださいc

右の写真は、可燃ごみに混入 し

ていた 「金属類」です。よく見る

と、ヘルスメーターや座梅子の骨

組み、パイプ、金十金など、さまざ

まな 「不燃ごみ」が見受けられま

すcこ れらは、焼却炉内で燃え残

り、 ト ラブルの原因になりま抗〈発見されたプロパンガスボンベ〉 く焼却炉で燃え残った金属紛

◎亀泉清掃工場は、老朽化のため平成 31年 度未で閉鎖する予定ですが、それまでは現役で稼働

しなければな りません。工場の安定稼働のため、ごみの分別徹底にご協力をお願い します。

※亀泉清掃工場にごみを持ち込む場合、必ず事前に電話連絡をお願いします。

【遣鎌能七】台圭泉i樟討予賜  青予降岳rFMttr265君 婁測L 目動訴野027‐269‐1783

◆◇◆ 本市清掃事業の 「第一歩を刻んだ」焼却施設 ◆◇◆

亀泉清掃工場の歴史は古く、昭和 25年 9月、当時の勢多郡桂萱村学亀泉地内に岩本式 ・自然通風固定炉 (20

トン/8時 間)が 建設されたのが始まりです。昭和 37年 には、三和動熱式逆送自動機械炉 (20トン/8時 間×

2動 を増設し、昭和46年 に旧六嚇 工場が売城するまで、主力焼却工場として本市の申 を牽引しまし

た。その後、昭和52年および平成 14年の大規模改修工事を経て、現在に至るまで稼働しています。

平成に入り、一時は年間25,000ト ン (市全体の可燃ごみの約 30パーセント)を 超えるごみを焼却していまし

たが、その後処理量が減少し、ここ数年は、年間4,500トン程度 (同約5パーセント)で 推移していますD市 全

体のごみ量が減少し、施設の老朽化も進んでいることから、亀泉清掃工場は平成 31年度末で閉場し、70年 にお

よぶその役割を終える予定です。

〈工場棟 B右手に煙突 :高さ50メ ー トブD く管理棟 B左手に言権葦炒
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